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５．むすび 

8 大学および 4 研究機関（研究開発法人・国の機関）で発足した本火山研究人材育成コ

ンソーシアムは、令和 4 年 3 月 31 日現在、17 大学、4 研究機関（研究開発法人・国の機

関）、10 地方自治体、3 学協会、5 民間企業から構成されている。受講生も各大学から本プ

ログラムに参加し、幅広い人材の育成を進めている。受講生に基礎・応用コースの授業を

提供してから 6 年半、発展コースの授業を提供してから 4 年が経過したが、本プログラム

が提供する火山学実習や火山学（特別）セミナーは順調に実施され、他大学授業や火山学

セミナーの遠隔からの受講システムも大きな問題なく機能している。また、研究開発法人・

国等の機関でのインターンシップや、地方自治体の職員も交えた火山防災特別セミナーも

行われている。海外で実施する研修については、本プログラムの開始からイタリアやアジ

アの活火山で順調に実施することができていたが、新型コロナ感染拡大の影響を受けてこ

の 2 年間実施できてはいない。しかしながら、受講生自身の研究発表などが行われる火山

研究特別研修はオンラインでの実施で代替することで、受講生に少しでも国際研究交流を

する機会を提供した。このように、この 2 年間、新型コロナ感染拡大という状況下ではあ

ったものの、プログラムはほぼ順調に実施され、次世代火山研究・人材育成総合プロジェ

クト令和 3 年度のフォローアップ結果では、本コンソーシアム構築事業は「想定以上に順

調に進んでいる」とされ、高く評価された。 

火山研究や監視に関する機関、地球科学や防災に関する企業、中学高等学校に就職した

人数は、基礎コースまたは応用コースを修了した受講生の 3 分の 2 ほどになり、火山研究

や防災に関する人材として社会での活躍が期待される。今後も新型コロナウィルス感染の

状況をよく注視しながら、また、できる限り感染防止策をとった上で、受講生にできる限

り魅力的な授業を提供できるよう工夫を凝らしていく予定である。 
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